
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （Ｈ31．４.22 現在） 総数 314 名 

１年 113 名  ２年 96 名  ３年 105 名 

平 成 3 1 年 ４ 月 2 5 日 発 行 
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新
年
度
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 

校
長 

今
村
典
盟 

 

 

色
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
誇
り
、
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
百
十

三
人
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生
徒
三
百
十
四
人
で
平
成
三
十
一
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

五
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
元
号
「
令
和
」
が
始
ま
り
ま
す
。
新
た
な
気

持
ち
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
先
日
の
授
業
参
観
、
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
お
忙
し
い
中
、
ほ
と
ん
ど
の
保
護
者

の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

役
員
や
学
級
の
役
員
な
ど
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
現
在
家
庭
訪
問
が
進
行
中
で
す
。
お
子
さ
ん
の
家
庭
で
の
様
子
や

学
校
で
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
是
非
担
任
と
情
報
の
共
有
を
お
願
い
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。 

 

朝
日
中
学
校
で
は
生
徒
た
ち
が
、
夢
や
希
望
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
何
事

に
対
し
て
も
す
ぐ
に
諦
め
た
り
、
途
中
で
投
げ
出
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

「
や
れ
ば
で
き
る
」
「
ぜ
っ
た
い
で
き
る
」
「
か
な
ら
ず
で
き
る
」
と
自
分

自
身
に
自
信
を
も
っ
て
最
後
ま
で
や
り
抜
く
生
徒
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

本
校
は
、
「
琢
磨 

自
主 

創
造 

規
律
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
生
徒
会
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
部
活
動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
特
に
部
活
動
に
お
い
て
は
、
地
区
総
合
体
育
大
会
、
県
大
会
、
九
州

大
会
等
で
活
躍
し
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
が
見
事
に
成
果
と
し
て
花
開
い
て

い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
方
に
数
多
く
の
激
励
・
賞
賛
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
の
が
、
効
率

的
な
家
庭
学
習
の
推
進
で
す
。 

家
庭
で
の
勉
強
に
お
い
て
、
学
校
の
宿
題
や
課
題
で
は
な
く
、
予
習
や
復
習

な
ど
あ
る
い
は
自
分
の
苦
手
単
元
の
克
服
な
ど
の
自
主
的
・
主
体
的
学
習
を

い
か
に
実
践
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
読
書
に
も
継
続
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
、
一
人
年
間
八
十
冊

以
上
の
本
を
読
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
読
書
は
、
学
習
の
根
幹
を
な

す
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す
。
特
に
毎
月
二
十
三
日
は
、
奄
美
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
の
本
年
度
の
活
動
計
画
で
あ
る
「
子
ど
も
と
一
緒
に
読
書
・
新
聞
の

日
」
で
す
。
月
に
一
回
、
そ
の
日
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
断
っ
て
ぜ

ひ
親
子
で
読
書
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一
人
一
人
が
輝
く
学
校
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
保
護

者
の
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

原
二
葉
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
島
唄
の
歓
迎
か
ら
始
ま
り
、
百
十
三
名
の
新
入
生
を
迎

え
て
第
七
十
二
回
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
新
入
生
を
代
表
し
て
今
井
健
心
さ
ん
が
、「
朝
日
中
学
校
で
学
ぶ
三
年
間

で
、
良
い
影
響
を
与
え
合
う
関
係
で
あ
り
、
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
に
は
悩
み
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。 

在
校
生
を
代
表
し
て
中
俣
航
樹
さ
ん
が
、
自
分
自
身
の
成
長
を
参
考
に
語
る
と
と
も

に
、
生
徒
会
の
一
員
と
し
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
き
る
た
め
に
、
大
き
な
あ
い
さ
つ
が
肝

心
で
あ
る
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

保
護
者
代
表
の
平
野
陽
子
様
か
ら
、「
命
の
大
切
さ
、
人
生
は
一
度
き
り
」
、「
出
会

っ
た
縁
を
大
切
に
、
協
力
す
る
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

第
七
十
二
回
入
学
式 

 

  

 

 ５月行事 

 ７日（火）ＰＴＡ総会（生徒と一緒に学ぶ講話 村田佳志子様） 14：15～ 

 11 日（土）土曜授業（仲間づくり） 構成的グループエンカウンター（各学年） 

 12 日（日）ＰＴＡ親睦ミニバレー（本校体育館） ゆらおう会（懇親会） 

 26 日（日）３年親子ふれあい作業 

 29 日（水），30 日（木） 高校説明会（１，２年生の保護者も参観できます）午後 

 29 日（水）チャレンジデー  

 各部活動で，市中体連の大

会が行われます。移動のする

際は，事故などがないように

注意してお願いします。 

 なお，部活動については，

原則平日１日，土日は 1日の

休日となっております。 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 

1 年１組 

１年２組 

１年３組 

島唄の歓迎 

誓いの言葉 

歓迎のあいさつ 

保護者あいさつ 



 

教

務

主

任
・
・
清
武 

 

生
徒
指
導
主
任
・
・
竹
迫 

進
路
指
導
主
任
・
・
谷
山 

 

保

健

主

任
・
・
前
里 

 

一
年
学
年
主
任
・
・
小
山
田 

二
年
学
年
主
任
・
・
山
村 

三
年
学
年
主
任
・
・
小
野
田 

一

年

部
・
・
小
山
田
，
勝
山
，
大
久
保
，
折
田
， 

宇
治
野
，
牟
田
，
有
村
，
吉
留 

二

年

部
・
・
山
村
，
亀
山
，
野
崎
，
清
武
，
三
角
， 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

橋
口
，
新
留 

三

年

部
・
・
小
野
田
，
竹
迫
，
中
塚
，
青
堀
，
谷
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
，
上
村
，
田
中 

養

護

教

養
・
・
前
里 

 

事

務

主

査
・
・
諏
訪 

司

書

補
・
・
恵 

 
 

校

務

員
・
・
中
山 

Ｓ

Ｓ

Ｗ
・
・
福
永 

 

支

援

員
・
・
勇 

各
主
任
及
び
学
年
主
任
に
つ
い
て 

 

  
  

国語 社会 数学 理科 英語 

一
年 

県 62.0 62.2 59.4 59.3 74.2 

大島地区 59.4 64.4 57.6 59.1 72.8 

奄美市 59.4 63.7 55.4 55.1 73.2 

本校 53.6 61.4 55.2 49.9 71.0 

県との差 －6.4 －0.8 －4.2 －9.4 －3.2 

二
年 

県 67.5 51.7 60.6 50.3 51.6 

大島地区 64.4 53.3 54.5 47.1 47.5 

奄美市 64.8 56.4 52.5 48.4 47.6 

本校 61.7 56.9 53.8 44.1 47.9 

県との差 －5.8 ＋5.2 －6.8 －6.2 －3.7 

 
 

一
月
十
六
日
（
水
）
、
十
七
日
（
木
）
に
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
身
に
付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
や
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
に
関
す
る
学
力
状
況
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
の
学
習
に
関
す
る
意
識
や
学
び
方
な
ど
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
、

全
県
的
な
傾
向
と
の
比
較
・
分
析
な
ど
を
通
じ
て
、
朝
日
中
学
校
の
課
題
を
明
確
に
さ
せ
、
問

題
解
決
的
な
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
る
な
ど
教
員
の
指
導
法
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

 
 

二
月
二
十
六
日
（
火
）
に
全
職
員
で
分
析
を
行
い
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
向
け
た
授
業
改
善

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 
 

書
く
こ
と
、
情
報
を
分
析
し
て
自
分
の
言
葉
で
再
構
成
し
た
り
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
、
資

料
（
表
、
グ
ラ
フ
、
写
真
）
を
活
用
し
て
思
考
し
た
り
、
判
断
す
る
こ
と
を
苦
手
と
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
「
話
し
合
い
、
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
、
そ
れ
を
書

い
て
ま
と
め
る
力
」
を
つ
け
る
授
業
ス
タ
イ
ル
に
改
善
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

四
月
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
標
準
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
，
こ

れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
も
分
析
し
，
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
一
学
期
終
わ
り
の
学
校
評
価
で
御
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
三
十
年
度
「
鹿
児
島
学
習
定
着
度
調
査
」
結
果 

 

昨
年
度
実
施
し
た
学
校
評

価
で
、
生
徒
、
保
護
者
、
教

師
の
評
価
か
ら
，
家
庭
学
習

を
改
善
し
て
い
く
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分

析
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
家
庭
学
習
に

つ
い
て
保
護
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
様
々
な
取
組
を
行

い
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
過
度
な

利
用
に
よ
り
、
生
活
全
体
に

影
響
が
出
て
お
り
、
睡
眠
や

食
生
活
が
不
規
則
に
な
り
、

活
力
を
な
く
し
た
り
、
友
達

関
係
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
状
況
も
み
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
学
校
と
保
護
者
、
生
徒

が
一
体
と
な
っ
て
、
の
ぞ
ま

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
に
つ
い

て
考
え
、
活
力
の
あ
る
一
日

が
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

四
月
十
六
日
に
生
徒
会
対
面
式
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

生
徒
会
活
動
テ
ー
マ

「
新
時
代
」 

し
・
・
進
化
し
続
け 

ん
・
・
ん
ー
と
踏
ん
張
り 

じ
・
・
自
分
ら
し
く 

だ
・
・
誰
も
が
輝
く 

い
・
・
一
番
の
朝
日
中
へ 

と
い
う
内
容
で
，
平
成
か
ら
令
和
に
時
代
が

代
わ
る
な
か
で
考
え
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
す
。 

今
回
の
対
面
式
で
は
，
ク
イ
ズ
や
部
活
動

の
紹
介
に
参
加
し
た
り
，
参
観
し
た
り
す
る

参
加
型
の
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
一
年

生
も
，
最
初
は
緊
張
し
な
が
ら
で
し
た
が
，

笑
顔
あ
ふ
れ
る
対
面
式
に
な
り
ま
し
た
。 

 

短
い
準
備
期
間
で
あ
り
ま
し
た
が
，
効
率

的
な
対
面
式
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
進
化
し
続
け
る
生
徒
会
と

し
て
学
校
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
創
り

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
年
生
も
早
速
，

部
活
動
の
入
部
手
続
き
を
行
い
，
元
気
よ
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
生
徒
が
部
活
動

に
所
属
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

参
加
型
の
生
徒
会
対
面
式 

今月のことば（心に残ることば） 生徒玄関入り口に掲示してあります。 

  転んでもいい 自分の足で立ち上がれば  進むべき道は，自分にしか見えない 

うがみしょうろ 

  どうかっくゎ たんびょっと

ー 

  

 

１－１担任 

勝山 亮平 

 

特支学級１組 

吉留 宏実 

１－２担任 

大久保 翼 

 

１－３担任 

折田 かおり 

2019 奄美市立 朝日中学校 転入教職員９名 

３－３副担任 

田中 ゆかり 

 

 

特支学級２組 

新留 真紀 

１－１副担任 

宇治野 真一朗  

３－１副担任 

東 まどか 

 

特支学級３組 

上村 英孝 

 


